
か
い
ノけ
る
飴
祈
り
入
.江
川
ル糊
に
は
地
冊
粥み
ょ
げ
ろ
に
小
畑
に
発
:
米
-

ち
W
叫侶
L
i1
り
か
.は
に
ttiT..1り
け
ろ
か
大
舶
い
や
か
-
(
苗
汐
の
iI
め
に

は
ぜ
人
に
敷
か
れ
一.J
命
落
せ
し
-
り
致
し
れ
サ

亡
や
よ
さ
に
州

へ
赴
除

i1
ろ
ゆ
(
な
り
ゆ
め
く

･地
琵
つ
よ
く
川
す
じ

へ
蛸
に
死
り
さ
け
ろ
萌

す
た
し
を
叱
り
む
か

し
異永
年
中
にこ
も
こ
た
び
tこ
お

bfISじ
地
がB
つ
よ
-

時

…航

･1
め
り
鋤
に
除
目り
肌州
て
人岬
か
T,
ら
ろ
1
･1
の
多
L
･Y,
や
か
1
.〟
il

め

L
-
め
,O
ら
か
た
れ
ば
地
飴
肌つ
よ
けり
れ
.ば
つ
な
見
わ
い
リ
.,J
知
る
.ヘ
音

な
り
堺
の
人
の
っ
1
か
-
な
さ
わ
り
か
ii
さ
に
座
糾
敢
明
宮

三
相
宮
天

満
宮
に
そ
り
よ
ろ
‥
び
の
冊
か
捧
げ
後
の
収
ま
で
も
蕊
の
な
さ
む
斬
り

て
賜
り
し
な
し
て
か
(?
)愛
.i
総
ろ
に
七･iん

北
兼
西
都

マ
州
に
放
け
る
接
偶
努
質
に
就
い
て

(上
)

(
ペ
ン
チ
'
エ
ス
コ
ラ
)

S
p
緒

言

北
米

マ
サ
チ

ユー
セ
ツ
州
西
部
地
方
は
荘
園
片
腕
岩

雲
母
片
腕
岩
.
閃
披
岩
'
磯
岩
'
石
灰
岩
等
よ
-
な
-

複
雑
な
岩
贋
を
量
し
.
雌
の
地
方
の
過
等
を
占
め
る
花

山阿
片
戚
潜
は
塞
武
利
亜
紀
以
前
の
も
の
ど
考

へ
ら
れ
る

亦
粒
の
片
麻
岩
に
介
在
せ
ら
れ
る
数
厨
り
石
衣
山方
は
片

腕
署
の
存
在
以
前
既
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
の

重
な
る
も
の
は
ヒ
ン
ス
ダ
ー
ル
市
の
東
方
及
び
北
方
並

に
リ
ー
市
の
東
南
部
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
市
の
北
方
に
露

田
す
(地
質
圃
塵
照
)

0

此

の石
凱
岩
だ
花
山問
片
麻
岩
だ
の
接
欄
部
に
於
い
て

北
米
四
部
マ
州
に
放
け
る
城
閥
担
質
に
放
い
て

ほ
片
麻
岩
は
二
種
類
の
接
触
内
壁
肇
を
示
し
て
ゐ
る
｡

即
ち
花
岡
片
麻
岩
は
強
姦
性
ど
な
っ
て
石
英
閃
練
岩
を

形
出
す
る
も
の
及
び
依
容
赦
錬
物
に
富
み
且
つ
卑
斜
輝

石
及
び
桐
石
を
合
有
す
る
所
謂
透
輝
石
閃
線
年
花
園
岩

yJ
の
二
秤
頻
で
あ
っ
て
'
後
者
は
明
に
石
衣
岩
の
同
化

作
用
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
｡

叢
に
述
べ
棟
だ
す
る
の
は
こ
の
石
衣
岩
だ
花
間
片
麻

岩
亡
の
控
欄
鍵
質
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
そ
の
主
題

}J
す
る
も
の
は

Z
.
岩
壁
に
よ
る
石
衣
岩
の
同
化
作
用
O

二
'
鍵
贋
作
用
に
よ
っ
て
塵
す
る
石
灘
岩
の
概
観
鉱

毒

よ

こ
三



餌

JLハ
懸

物

｡

三

,
輝
石

.
角

閃

石

.

雲

母

等

に
食

ま

れ

る

苦

土

及

び
蛾
の
剤

倉

｡

こ
､
花

尚

片

麻

岩

華

岡
片
痛
岩

は

淡

色

畏

雲

母

'

倣

斜
長
石
.
次
曹
長

石

.
抜
放

石

.
石

英

及

び

磁

蛾

鋸

よ
-
な
る
中
敷
小
龍

第
三
妨

芯
凹

二
四

亦
こ
れ
yJ
問

7
の
資
料
の
綴
徴
鋸
下
に
於
け
る
性
質

は

､斜
長
石
.
(a
D
-
こ
5?,2
･
P
D
=
忘

34･･TD-
)･･540)

A
b
02
に
粕
箆
す
O

倣
斜
長
石
は
格
子
状
を
な
し
.
石
英
ビ
長
石
YJ
は

7

敵
に
ア
プ
ラ
イ
-
構
造
を
皇
し
白
雲
健
.
糸
雲
母
p
方

の
栗
で

あ

っ
て
倣

文

象
贋

構

造
を
量

し

て

ゐ

る
｡
石
衣
岩

ど

の

接

脚

部

に
於

い

て

は

二
次

的

の
方

解

石

､

透

角

閃

石

'

陽

起

盾

を

食

む

｡

左

記

の
化

畢

分

析

に
用

ひ

た

費

西 部 可 ,トl地 質 圃

陀惣即こ懲 た≡ヨ岬も

[=コ鵬･州Lも m 舶
I'三∃ - t小･-:,.L'r三コ:･.-…

解
石
な
ど
の
小
片
が
そ
の

中
に
散
在
す
｡

白
雲
呼

へP
D
-
ll･615
)

森
雲
母
'
(j9D
-
]
･6･50
)こ

の
黒
雲
母
は
約
八
割
の
餓

化
食
物
を
倉
む
も
の
で
あ

る

0僻
上
記
化
畢
分
析
の
結

料

は

淡

淡

色

の
白

雲

母

に
富

む

花

柄

片

麻

岩

で

あ

っ
て

新

鮮

風

化

し

な

い
も

の

で

あ

る

｡

o
･
62

は

棚

o･
-3

o
･2
9

1
･
-｡

4
･
-5

4
･
｡ー

…

o･72

0
･
29

0
･
88

空

紺

7

11e=

e3

t
十

I).
川

柳

.･.
f
J
.:.
:･)

.｡]
-{

::
.∴

:
:.

･
･･･

乗
か
ら
計
算
し
た
花
山榊
片
麻
岩
の
成
分
鋸
物
は
'

石 英 27･7

曹長石 38･2

勘餅亀有 15.O

灰長 石 3･2

白雲 母 10･0

県費 杜 4.0

方解 石 2.()

燐灰 石 0.2

計 100.3

此
の
片
麻
岩
に
於
い

て
は
方
解
石
を

】
次

的
に
食
む
も
の
で
あ

る
0

化

軍

分
析
の
結
範
か



ら
見
て
花
岡
昔
風
栗
は
潜
通
り
花
園
碧
的
成
分
を
有
し

亦
頼
徴
鏡
下
に
於
い
て
も
そ
の
成
分
嚇
物
は
花
岡
岩
槻

そ
れ
･/J
同
じ
で
あ
る
0
然
し
こ
の
載
…帆
片
腕
岩
中
に
は

加
里
長
石
を
倉
ま
す
に
雲
母
に
富
む
も
の
も
あ
る
O

三
.
石
衣
岩
及
び
ス
カ
ル
ン

石
衣
岩
は

山
般
に
大
瀧
結
晶
質
の
苦
土
石
衣
岩
で
あ

っ
て
嘉
な
る
成
分
錬
物
YJ
し
て
コ
ソ
ド
ラ
石
'
雲
母
.

柱
石
･
紫
蘇
輝
石
'
郎
石
p
角
閃
石
､
硝
石
'
水
長
石

な
で
を
倉
ん
で
ゐ
る
｡

ワ
シ
ン
･L
ソ
市
の
東
方
に
在
る
石
淡
岩
は
練
出
色
の

雲
母
.
赤
褐
色
の
ゴ
ン
ド
ラ
石
'
樺
褐
色
の
楯
石
を
倉

み
白
雲
石
を
倉
ま
な
い
｡
そ
の
苗
倣
鏡
的
性
質
は

雲
母
は

i
軸
性
で

(lil,-
γ巳
-
3･;37
6
)
こ
れ
は
苦
土

雲
母
で
少
最
の
餓
化
倉
物
を
倉
む
が
金
雲
母
で
は
な
い

コ
ソ
ド
ラ
石
は
多
色
性
強
-
'
X
､
Y
-
赤
褐
色
t
Z

-
帝
褐
色
且
つ

(a
l,Il
･6
2
t
iJDDI
t･6:32.)
で
あ
る

｡

石
衣
岩
中
に
は
'
そ
の
走
向
に
浩
ふ
て
劉
輝
石
ス
カ

〝

ン
が
形
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
は
片
麻
岩
の
ア
プ

ラ

イ
ト
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
此

の
ア
ブ
テ
ィ

ー
も
ス
カ
ル
ン
だ
同
株
の
斜
輝
石
を
食
む

｡
こ
の
ス
カ

北
米
四
部
マ
州
tこ
砕
け
ろ
嬢
綱
9
.軍

1
沸
い
て

ル
ソ
は
常
に
ア
プ
ラ
イ
ト
か
ら
細
臓
を
う
け
て
:
の
練

板
は
赤
色
妬
相
石
の
小
粒
.
石
英
'
顔
斜
長
石
に
よ
っ

て
満
た
さ
れ
て
ゐ
る
｡
亦
ス
カ
ル
ン
に
倉
去
れ
る
斜
輝

石
は
大
粒
次
純
色
で
あ
っ
て
角
閃
石
は
喋
繰
色
で
あ
る

此
等
成
分
錬
物
の
性
質
は

柘
滑
石
.
(n
D
=

)
･77
6
1

318
04
)

練
柘
柑
石
だ
茨
城
柘
瑠
石
亡
の
固
溶
機
で
あ

っ

て
卒
均
三
割
五
分
の
茨
城
柘
滑
石
を
倉
む
｡
斜
輝
石
.

(
P
i,
-
1
･6
96
)D
訂
9
H

e31に
粕
潜
す
｡
角
閃
石
fP
D
-

l
167

.7)
斜
長
石

(a
r7-

i.･5
3
2
T
D
-
1
･･54
0
)
A
bm

に

舶
普
す
｡
綿
飴
石
は
ス
カ
ル
ン
の
周
囲
に
多
量
に
出
で

畢
粒
に
於

い
て
も
屈
折
を
異

に
し
中

心
ほ
で
低
い
｡

ベ
ケ
ッ
ト
市
の
北
方
に
於
け
る
石
衣
岩
は
斜
輝
石
片

麻
岩
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
方
解
石

の外
に
多
最
の
石
英
'

斜
輝
石

(H
e33
D
1
67)
を
倉
み

グー
ス
ポ
ン
ド
の
東
方

の
も
の
は
帝
褐
色
の
黒
雲
母

(P
n
-1
rD=
),･59
9
-

1･6
0

0
)石
基
を
倉
み
且
つ
方
解
石
(へul,=
)･66
0
)

の
外
に
白

雲
石
((,,I,
-
1
.6
8
霊
の
結
晶
を
見
る
｡
亦
リ

ー
市
の
東

北
グ
ー
ス
ポ

ン
ド
の
北
方
に
於
け
る
石
衣
岩

は
石
英
粒

徴
斜
長
石
'
輩
餓
餓
及
び
褐
色

山
軸
性
掌
砕

(P
D
-
γD

1･
5
99
)
な
ど
を
食
む
｡
こ
れ
等
の
石
衣
碧
は
方
解
石
の

芯
五

二
五



地

球

茶
六
替

外
に
白
雲
石
を
含
む
も
の
だ
倉
主
な
い
も
の
&,J
あ
っ
て

方
解
石
貿
石
衣
岩
だ
白
雲
石
磐
石
次
薯
E
の
鼻
移
竪

ポ

す
も
の
で
あ
る
O

E
f.
轄
紙
片
偏
山芯
と
そ
の
成
分
鋸
物

石
衣
岩
近
-
の
片
麻
岩
は
常
に
石
衣
岩
の
走
向
に
年

宿
な
る
縞
状
構
造
を
墨
す
る
も
石
衣
岩
だ
直
接
接
触
の

部
分
は
斜
輝
石
片
麻
岩
で
あ
る
｡
こ
の
片
麻
岩
を
接

ぎ

か
る
に
従

っ
て
種
々
の
縞
苛
が
あ
っ
て
そ
の
稿
帯
に
倉

ま
れ
る
ま
た･言

有
色
錬
物
は
角
閃
石
､

柘
瑠
石
.
貴

賓
母
'
磁
繊
錬
な
で
で
あ
る
O
そ
し
て
斜
輝
石
片
腕
岩

は
鏑
帯
yJ
精
神
ど
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
ゐ
る
の
が
普
通

で
あ
る
｡
個
々
の
縞
帯
は
均

一
性
の
も
の
も
あ
-
亦
鱗

物
成
分
の
分
布
が
不
均

1
で
あ
る
虜
に
縞
帝
が
更
に
細

か
い
縞
状
を
遵
す
る
も
の
も
あ
る
｡
均

7
性
な
稿
柵
の

贋
さ
は

7
来
突
乃
至
古
来
矢
に
蓮
す
る
が
然
し
輝
石
を

有
す
る
稿
糟
は

1
般
に
十
米
英
以
上
の
厚
さ
を
有
す
る

も
の
は
な
い
.

各
種
蹄
の
片
腕
岩
に
食
ま
れ
て
ゐ
る
成
分
解
物
の
共

通
な
も
の
は
轡
達
斜
長
石
だ
繰
頗
石
･fJ
で
あ
る
｡
曹
蓬

斜
長
石
は

A
bg中
に
粕
常
し
練
鮭
石
は
槻
苦
土

頻鮮物

節
三
蚊

]責

二
六

の
将
加
だ
,ど
も
に
そ
の
畳
を
樹
し
て
ゐ
る
｡
且

っ
こ
の

抜
放
石
は
判
然
だ
し
た
結
晶
形
を
有
す
る
も
の
も
あ

pc1.

亦
屡
々
石
英
だ
連
晶
し
微
文
数
構
造
を
皐
す
る
も
の
も

あ
る
｡

7
股
に
償
屈
折
強
-
串
均
屈
折
率
は

二

七
五

C
で
あ
っ
て

7
割
六
分
の
蛾
化
合
物
を
倉
む
.

亦
縞
状
片
麻
岩
に
於
け
る
微
斜
長
石
は
ペ
ル

ー
構
造

を
欠
き
只
微
細
な
格
子
状
を
皐
す
O
金
惜
}J
し
て
病
状

片
麻
岩
は
ア
プ
ラ
イ
-
構
造
聖

不
し
ま
な
る
成
命
鍍
物

は
他
形
で
あ
る
｡

劉
輝
石
片
麻
岩
の
化
嘩
分
析
は
操
典
し
た
資
料
に
よ

っ
て
多
少
の
細
道
は
あ
る
が

一
般
に
多
量
の
石
英
ビ
倣

斜
長
石
を
倉
む
虜
に
倍
酸
だ
加
里
の
倉
魚
が
多
い
｡

左
記
は
斜
輝
石
片
腕
岩
の
化
輿
分
析
表
及
び
そ
れ
に

ょ
っ
て
計
算
し
た
成
分
鍍
物
の
官
界
比
で
あ
る
｡

!:=
f:.
仰

.｡r;･
誓

･J?

朋
;
･･.

川
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仰
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瞥 馬 石 (30.26

択 長 石 7.51

加盟長石 2.78

20.49

(.03

2.16

3.14

石

石

英

石

茄

押

紙
石

楯
燐 灰 石 1.34

㈹ハU風信子煉

萌 飢 餓 (=()

計 9f).拍0

次
に
各
種
の
片
鹿
砦
の
成
分
解
物
を
そ
の
倉
よ
れ
て

ゐ
る
畳
の
多
い
も
の
か
ら
順
に
列
記
せ
ば
.

黒
雲
母
片
麻
岩

(
ベ
ツ
ケ
ツ
下
市
附
近
)
石
英
.
料

長
石

(A
b
97)
徴
斜
長
石
'
監
事
母
.
角
閃
石
'
磁
路

鋸
.
紋
熊
石
o

斜
輝
石
片
戚
岩
(

.ペ

ソ
ソ
ソ
ポ
ソ
ド
の
西
方
)

徴
斜

長
石
.
石
英
p
斜
長
石

(A
b
Sr.)

斜
輝
石

(H
eF･5)
捕

石
.
経
距
石
｡

斜
輝
石
片
麻
岩
中
の
縞
帯
(

ベ

ン
ソ
ン
ポ
ン
ド
の
南

方
)
斜
師
石

(H
eal)
角
閃
石
.

斜
長
石

(A
b
署
)
石
英

倣
斜
長
石
.
桐
石
.
韻
雲
母
'

魯
柘
瑠
石
角
閃
岩
､
(片
麻
岩
中
の
稿
珊
ベ
ン
ソ
ン
ポ

ン
ド
の
西
方
)
斜
長
石

(A
b
7.5)
盈
柘
瑠
石
下
角
閃
石

徴
斜
長
石
.
景
雲
母
.
チ
タ
ン
風
解
r
燐
衣
石
.

斜
輝
石
片
麻
岩
中
の
精
砕

(
ベ
ン
ソ
ン
ポ
ン
ド

北
米
西
部
マ
州
ーこ
於
け
る
頼
欄
軽
質
に
就
い
て

北
方
)
斜
長
石

(A
b望
)
角
閃
石
'
畏
酸
が
陣
'
石
北
ハ'

織
飴
石
.
楯
石
'
燐
凝
着
｡

斜
輝
石
片
肺
暑
中
の
稿
帯
(

ベ
ツ
ケ
ツ
ー
市
の
北
方
)

黒
雲
母
'
角
閃
石
.
斜
長
石
'

(A
bOO)

.
倣
斜
長
石

石
英
'
紋
焼
石
｡

斜
輝
石
片
麻
岩
(
グ
ー
ス
ポ

ン
ド
)斜
輝
石

(H
e
l
l
)

角
閃
石
'
石
英
'
微
斜
長
石
.
斜
長
石

(A
b93
)
社
有

電
気
石
｡
五
'
片
腐
盤
中
の
職
苦
土
輯
穏
物
に

含
蜜
れ
る
職
と
苦
土
と
の
割
合

各
種
の
片
腕
暑
中
に
合
有
せ
ら
れ
る
輝
石
.
傭
閃
石

雲
母
の
屈
折
率
に
よ
っ
て
換
足
し
た
域
だ
苦
土
の
畳
E

の
問
に
は

叫
定
の
法
則
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
0
此
の

関
係
お
銭
係
数
即
ち
域
だ
苦
土
}J
の
和
に
封
す
る
域
の

百
分
比
を
表
に
て
示
せ
ば
次
の
機
で
あ
る
O
碑
此
の
表

は
角
閃
石
ビ
輝
石
中
に
食
ま
れ
る
餓
係
数
の
服
に
排
列

し
た
も
の
で
あ
る
｡
此
の
L衷
5･J
前
述
の
片
麻
岩
の
成
分

鍍
物
,̂J
を
比
峨
す
れ
ば
こ
の
順
序
は
雑
益
性
の
減
少
傾

ぎ
大
概
に
於
い
て
1
致
す
る
の
を
知
る
｡
換
言
す
れ
ば

有
色
錬
物
の
塵
が
多
け
れ
ば
餓
係
数
は
少
な
-
な
る
｡

芯
七

二
七
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諾113:片肺岩､
斜師石)I(飾岩b
斜輝石片麻岩､

片肺岩中の精砕b

袋布脚石矧Rj岩b
JT飾岩qlの航1,Il-ぎb
片麻岩 中の縞jF.'['-.L･'b
斜輝石片麻岩､

弟
六
髄

喚

性
の
片
肺

岩
は
多
且鬼
の
恵

粋
報
に

斜
騨
石

を
宥
し
刷

時
に

硝
化
食
物
に
富

む
も
の
で
あ
る

購
背
中
の
有
色

鍍
物
に
於

い
て

は
苦
土
に
比
し

て
班
は
少
量
で

あ
る
｡

7
般
に

餓
係
数

が
減
少

す
る
ビ
同
時
に

衣
長
石
の
畳
は

増
加
し
て
ゐ
る

が
此
の
関
係

は抜
擢

石
の

存
在
に
よ

っ
て
不
明
瞭

に
せ

ら
れ
る
｡
そ

し
て
政
の
紙

離
石
中

の
蛾
の
塵
は

1
定
の

開
係
わ
･)示
さ

な
い
｡

片
麻
岩
に

於
い
て
そ
の
縞
状
構
造

の
存

在
は
悪

果
の

山狩
糟
作
用
の

結果
に
よ
る
-
の
で
あ

っ
て

病
灘
中

に
は

弟
三
食

芯

(

二
八

鶴
沼
碧
壁
に
於
い
て
鹿
少
の
溶
解
度
を
有
す
る
化
食
物

か
ら
な
る
解
物
即
ち
最
高
の
熔
融
鮎
を
有
す
る
解
物
が

食
ま
れ
て
ゐ
る
0
こ
れ
等
の
錬
物
中
そ
の
儀
蓋
性
の
も

の
は
輝
石
'
角
閃
石
で
あ
っ
て
酸
性
の
曙
加
だ
ど
も
に

黒
雲
母
p
白
雲
将
が
あ
ら
は
れ
る
.

片
麻
岩
中
の
斜
騨
石
は
岩
壁
の
分
轄
作
用
に
よ
っ
て

揖
雅
た
も
の
で
な
-
餓
化
合
物
を
倉
ま
な

い
石
衣
岩
の

同
化
作
用
に
赴
関
す
る
も
の
で
あ
る
O
そ
し
て
石
衣
岩

が
花
･:岡
倉
岩
壁
の
や
-
な
強
酸
性
の
岩
壁
だ
作
用
す
る

と
き
そ
り
同
化
作
用
後
に
於
い
て
岩
某
の
成
分
を
毅
化

す
る
結
晶
作
用
の
舟
醗
作
用
が
起
ら
な
い
ど
き
は
.

1

般
に
蛾
に
乏
し

い
輝
石
､
角
閃
石
.
糸
貫
母
を
生
す
る

も
の
で
あ
る
｡
然
し
茅
-
の
蟻
倉
舟
髄
作
用
が
起
る
虜

に
石
衣
岩
だ
直
接
に
控
鯛
し
な
い
酸
性
の
斜
輝
石
片
麻

岩

の有
色
疎
物
は
常
に
大
な
る
餓
係
数
を
示
し
て
ゐ
る

衆
に
種
々
の
域
苦
土
東
館
物
問
に
苦
土
だ
蛾
ビ
が
如

何
に
分
布
せ
ら
る
ゝ
や
を
考
ふ
る
に
前
表
に
見
る
や
-

に
輝
石
.
角
閃
石
､
農
雲
母
に
就
い
て
は

1
定
の
関
係

が
あ
っ
て
黒
雲
母
は
蛾
に
最
も
富
み
斜
郵
石
は
最
も
乏

し
い
の
で
あ
る
O
(
未
53兆
)


